
S D G s の
視 点 で 見 る

大学の学び

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
や
研
究
の
視
点
で
、
大
学
の
学
び
を
紹
介
す
る
本
コ
ー
ナ
ー
。

今
号
で
は
、
質
の
高
い
教
育
の
普
及
を
目
指
す
目
標
４
と
、
安
全
な
水
や
ト
イ
レ
の
確
保
を
目
指
す
目
標
６
に
関
す
る
大
学
の
学
び
を
取
り
上
げ
る
。

ま
ず
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
つ
い
て
、
世
界
と
日
本
の
状
況
を
解
説
し
た
後
、
目
標
４
は
東
京
大
学
、
目
標
６
は 

金
沢
工
業
大
学
の
学
び
を
紹
介
す
る
。

　

日
本
で
は
「
水
と
安
全
は
タ
ダ
」
と
言

わ
れ
ま
す
が
、
世
界
に
目
を
向
け
る
と
、

そ
れ
は
決
し
て
当
然
の
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
発
展
途
上
国
で
は
水
道
の
普
及
が

進
ま
ず
、
水
た
ま
り
の
泥
水
な
ど
を
飲
ん

で
し
の
い
で
い
る
地
域
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
う
し
た
不
衛
生
な
水
は
、
下
痢

症
な
ど
を
引
き
起
こ
し
、
乳
幼
児
死
亡
率

を
高
め
る
要
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
連
機
関
の
U
Nｰ 

W
a
t
e
r
に
よ

る
と
、
世
界
の
人
口
の
う
ち
、
安
全
な
飲

料
水
を
摂
取
で
き
る
人
は
71
％
、
衛
生
的

な
ト
イ
レ
を
使
え
る
人
は
45
％
で
す
（
＊

４
）。
そ
の
た
め
、
目
標
６
で
は
、
す
べ

て
の
人
が
安
全
な
水
や
ト
イ
レ
を
利
用
で

き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

水
問
題
の
解
決
が
容
易
で
な
い
の
は
、

水
は
偏
在
す
る
も
の
だ
か
ら
で
す
。
人
口

が
多
い
地
域
に
、
必
ず
し
も
水
源
が
存
在

す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
水
質

確
保
の
た
め
の
浄
化
施
設
な
ど
の
整
備
が

追
い
つ
か
な
い
地
域
も
あ
り
ま
す
。

目
標
６

す
べ
て
の
人
々
の
水
と
衛
生
の
利
用
可
能
性
と

持
続
可
能
な
管
理
を
確
保
す
る

イ
ン
フ
ラ
整
備
は
進
む
が
、

人
口
増
加
で
状
況
悪
化
の
懸
念
も

世
界
の
状
況

解　説

　

２
０
０
０
年
〜
15
年
に
実
施
さ
れ
た
国

連
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
＊
１
）
で
は
、

初
等
教
育
の
完
全
普
及
の
達
成
が
目
標
の

１
つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
先
進
国

の
支
援
に
よ
り
、
学
校
に
通
っ
て
い
な
い

初
等
教
育
就
学
年
齢
の
子
ど
も
の
数
が
ほ

ぼ
半
減
す
る
な
ど
（
＊
２
）、
発
展
途
上

国
の
基
礎
的
な
初
等
教
育
へ
の
ア
ク
セ
ス

（
機
会
）
は
、
大
き
く
改
善
し
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
S
D
G
s
設
定
時
に
は
、

教
育
を
含
め
な
く
て
も
よ
い
の
で
は
な
い

か
と
い
っ
た
意
見
も
出
ま
し
た
。
し
か

し
、
教
育
は
、
人
材
育
成
に
加
え
て
、
研

究
や
技
術
開
発
を
行
う
上
で
も
不
可
欠
で

あ
り
、
そ
の
ほ
か
の
S
D
G
s
の
目
標

を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
し
ま
す
。今
後
は
、

質
・
公
正
・
包
摂
・
生
涯
学
習
の
視
点
が

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
ア
フ
リ
カ
で
は
、
初
等
教
育

の
無
償
化
に
よ
っ
て
、
総
就
学
率
は
上
が

り
ま
し
た
が
、
教
室
定
員
を
上
回
る
児
童

が
入
学
し
、
教
育
の
質
が
保
た
れ
て
い
ま

目
標
４

す
べ
て
の
人
に
包
摂
的
か
つ
公
正
な
質
の
高
い

教
育
を
確
保
し
、
生
涯
学
習
の
機
会
を
促
進
す
る

教
育
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
改
善

質
・
公
正
等
の
重
視
へ
と
転
換

世
界
の
状
況

解　説

＊１ 発展途上国における貧困問題の解決に向けて設定された国際目標。　＊ 2　国連ミレニアム開発目標報告（2015 年調査）より。
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発
展
途
上
国
に
お
け
る
イ
ン
フ
ラ
整
備

は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）
な

ど
、
各
国
の
国
際
協
力
に
よ
り
進
ん
で
い

ま
す
。
し
か
し
、
今
後
は
世
界
的
な
人
口

増
加
に
よ
り
、
水
問
題
が
悪
化
す
る
の
で

は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
活

用
水
だ
け
で
は
な
く
、
食
糧
増
産
や
産
業

発
展
の
た
め
に
も
大
量
の
水
が
必
要
と
な

り
、
今
以
上
の
水
不
足
が
起
き
る
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。
複
数
の
国
に
水
源
が
ま

た
が
る
国
際
河
川
の
場
合
、
水
利
権
を
巡

る
紛
争
が
頻
発
す
る
こ
と
も
危
惧
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

水
が
豊
富
な
日
本
で
す
が
、
水
問
題
は

無
関
係
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
が
大
量
に
輸
入
す
る
食
糧
の
生
産
に

は
、
多
く
の
水
が
使
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ

は
「
バ
ー
チ
ャ
ル
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
（
仮
想

水
）」
と
い
う
概
念
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
は
、
仮
想
水
の
輸
入
と
い
う
形
で
、

世
界
の
水
不
足
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
と

も
言
え
る
の
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
日
本
も

水
問
題
に
対
し
て
当
事
者
意
識
を
持
ち
、

世
界
中
へ
の
援
助
を
積
極
的
に
続
け
て
い

く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

国
内
で
は
、
上
下
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
は
十
分
整
っ
て
い
ま
す
が
、
感
染
症
対

策
や
温
暖
化
に
よ
る
藻
類
の
増
加
が
引
き

起
こ
す
水
質
悪
化
対
策
な
ど
、
環
境
変
化

に
よ
っ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
も
変
化
し

ま
す
。上
下
水
道
の
管
理
を
Ｉ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
、

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
を
駆
使
し
て

組
織
的
に
行
い
、
水
資
源
を
よ
り
効
率
的

に
活
用
す
る
社
会
へ
の
進
化
も
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
技
術
を
世
界
に
発

信
し
て
、
水
問
題
の
解
決
に
向
け
て
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
で
き
る
存

在
と
な
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま

す
。

金
沢
工
業
大
学

バ
イ
オ
・
化
学
部
　

応
用
化
学
科
　
教
授

土
佐
光
司

と
さ
・
こ
う
じ

専
門
分
野
は
、
環
境
化
学
、
化
学
工
学
。
東
京
大

学
工
学
部
都
市
工
学
科
卒
業
後
、
同
大
学
大
学
院

工
学
系
研
究
科
修
士
課
程
（
都
市
工
学
）
修
了
。

麻
布
大
学
講
師
な
ど
を
務
め
た
後
、
１
９
９
９
年

か
ら
金
沢
工
業
大
学
講
師
な
ど
を
経
て
、
現
職
。

解説者
組
織
的
な
管
理
で
、

水
資
源
を
よ
り
効
率
的
に
活
用

日
本
の
状
況

せ
ん
。

　

公
正
と
い
う
面
で
は
、
移
民
や
難
民
の

子
ど
も
が
就
学
機
会
を
得
ら
れ
て
い
な
い

現
状
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
多
言
語
が
用
い

ら
れ
る
国
で
は
、
ど
の
言
語
で
教
育
を
行

う
の
か
が
公
正
に
直
結
す
る
課
題
で
す
。

公
用
語
や
国
際
言
語
、
多
数
派
の
言
語
を

使
う
と
し
て
も
、
少
数
派
へ
の
配
慮
が
必

要
と
な
る
か
ら
で
す
。

　

日
本
で
は
、
目
標
４
は
基
本
的
に
達
成

し
て
お
り
、　

17
の
目
標
の
う
ち
、
既
に

達
成
し
た
数
少
な
い
目
標
の
１
つ
で
す
。

　

た
だ
、
公
正
・
包
摂
の
視
点
か
ら
取
り

組
む
べ
き
課
題
は
あ
り
ま
す
。
特
別
支
援

教
育
や
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
は
そ
の
１

つ
で
す
。
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子

ど
も
は
年
々
増
え
て
お
り
、
特
別
支
援
学

校
の
教
師
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
教
師

が
、
教
職
課
程
の
段
階
で
特
別
支
援
教
育

を
よ
り
深
く
学
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
加

え
て
、
在
留
外
国
人
の
教
育
機
会
の
阻
害

や
多
様
な
性
に
関
す
る
配
慮
不
足
な
ど
の

課
題
も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
は
17
の
目
標
の
土
台
に
な

る
か
ら
こ
そ
、
目
標
4
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

7
に
掲
げ
ら
れ
た
「
持
続
可
能
な
開
発

の
た
め
の
教
育
（
以
下
、
E
S
D
）」（
＊

３
）
の
普
及
・
促
進
が
重
要
で
す
。
02
年

の
世
界
首
脳
会
議
で
我
が
国
が
提
唱
し
た

E
S
D
は
、
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り

の
担
い
手
を
育
む
教
育
で
あ
り
、　

教
科

指
導
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
る
ほ
か
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
な
ど
に
も
取
り
入
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
持
続
可
能
な
社
会
の
姿
か
ら

逆
算
し
て
自
分
が
す
べ
き
こ
と
を
考
え

る
、バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
手
法
で
、

子
ど
も
が
主
体

的
に
進
路
選
択

に
か
か
わ
っ
て

い
く
よ
う
な
教

育
が
、
今
後
よ

り
求
め
ら
れ
る

こ
と
で
し
ょ

う
。

東
京
大
学
大
学
院

教
育
学
研
究
科

准
教
授
　

北
村
友
人

き
た
む
ら
・
ゆ
う
と

専
門
分
野
は
、
比
較
教
育
学
、
国
際
教
育
開
発
論
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
博
士
課
程
修
了
。
国
連
教

育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
勤
務
後
、
名
古

屋
大
学
准
教
授
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学

研
究
員
、
上
智
大
学
准
教
授
を
経
て
、
現
職
。

解説者
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の

担
い
手
を
育
む
教
育
を

日
本
の
状
況

＊３　Education for Sustainable Development の略。　＊4　2017 年調査より。

『VIEW21』高校版2020年10月号P.60

〜61で、目標4の達成に向けた［東

京大学］の学びを紹介しています。

https://berd.benesse.jp/up_
images/magazine/ VIEW21_
kou_2020_10_sdgs2.pdf

『VIEW21』高校版 2020 年 10 月号

P62〜63で、目標6の達成に向けた［金

沢工業大学］の学びを紹介しています。

https://berd.benesse.jp/up_
images/magazine/ VIEW21_
kou_2020_10_sdgs3.pdf
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